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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の通電状態に制御された場合に放熱する放熱部（４ａ）と吸熱する吸熱部（４ｂ）
とを有するペルチェ素子（４）と、
　前記放熱部に対して熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放熱用熱交換部
（３）と、
　容器（５ａ）内に蓄冷材（５ｂ）を収容し前記吸熱部に対して熱伝達可能に設けられた
蓄冷部（５）と、
　前記蓄冷部に対して熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放冷用熱交換部
（１０６）と、
　前記放熱用熱交換部および前記放冷用熱交換部に対して送風可能な送風機（１）と、
　前記放冷用熱交換部を通過する空気が流れる放冷用通路（２３）を遮断する状態と開放
する状態とにわたって切り換え可能な通風切換装置（７，８）と、
　前記送風機の作動と前記通風切換装置の作動とを制御する制御装置（５０）と、
　を備え、
　前記放冷用熱交換部は、前記吸熱部に対して熱伝達可能に設けられる前記放冷用熱交換
部から立設する複数の板状部材であって前記通過する空気と熱交換するフィン（１０６ａ
）を有し、前記フィンの内部には前記蓄冷材が収容されている冷風供給装置。
【請求項２】
　所定の通電状態に制御された場合に放熱する放熱部（４ａ）と吸熱する吸熱部（４ｂ）
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とを有するペルチェ素子（４）と、
　前記放熱部に対して熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放熱用熱交換部
（３）と、
　容器（５ａ）内に蓄冷材（５ｂ）を収容し前記吸熱部に対して熱伝達可能に設けられた
蓄冷部（５）と、
　前記蓄冷部に対して熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放冷用熱交換部
（１０６）と、
　前記放熱用熱交換部に対して送風可能な第１送風機（１０１）と、
　前記放冷用熱交換部に対して送風可能な第２送風機（９）と、
　前記ペルチェ素子への通電を制御し、前記第１送風機の作動および前記第２送風機の作
動を制御する制御装置（５０）と、
　を備え、
　前記放冷用熱交換部は、前記吸熱部に対して熱伝達可能に設けられる前記放冷用熱交換
部から立設する複数の板状部材であって前記通過する空気と熱交換するフィン（１０６ａ
）を有し、前記フィンの内部には前記蓄冷材が収容されており、
　前記制御装置は、
　　前記ペルチェ素子を前記所定の通電状態に制御し、かつ前記第２送風機による送風を
行わず前記第１送風機によって前記放熱用熱交換部に送風し、前記吸熱部から吸熱して蓄
熱材に冷熱を蓄える蓄冷モードと、
　　前記ペルチェ素子を前記所定の通電状態に制御し、かつ前記第１送風機によって前記
放熱用熱交換部に送風するとともに前記第２送風機によって前記放冷用熱交換部に送風す
る放冷モードと、
　を交互に切り換える冷風供給装置。
【請求項３】
　前記制御装置は、前記放冷用熱交換部への送風を停止したときから所定の蓄冷モード時
間が経過すると前記放冷用熱交換部に対する送風を開始し、前記放冷用熱交換部への送風
を開始したときから所定の放冷モード時間が経過すると前記放冷用熱交換部への送風を停
止する請求項１または請求項２に記載の冷風供給装置。
【請求項４】
　所定の通電状態に制御された場合に放熱する放熱部（４ａ）と吸熱する吸熱部（４ｂ）
とを有するペルチェ素子（４）と、
　前記放熱部に対して熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放熱用熱交換部
（３）と、
　容器（５ａ）内に蓄冷材（５ｂ）を収容し前記吸熱部に対して熱伝達可能に設けられた
蓄冷部（５）と、
　前記蓄冷部に対して熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放冷用熱交換部
（６；１０６）と、
　前記放熱用熱交換部および前記放冷用熱交換部に対して送風可能な送風機（１）と、
　前記放冷用熱交換部を通過する空気が流れる放冷用通路（２３）を遮断する状態と開放
する状態とにわたって切り換え可能な通風切換装置（７，８）と、
　前記送風機の作動と前記通風切換装置の作動とを制御する制御装置（５０）と、
　を備え、
　前記制御装置は、前記蓄冷材、前記放冷用熱交換部、前記蓄冷部の容器および前記吸熱
部のいずれかについて検出した検出温度が、前記蓄冷材の融点よりも高い温度に設定され
た第１閾値以下に低下すると前記放冷用熱交換部に対する送風を開始し、前記検出温度が
、前記第１閾値よりも所定温度高い温度に設定された第２閾値以上に上昇すると前記放冷
用熱交換部への送風を停止する冷風供給装置。
【請求項５】
　所定の通電状態に制御された場合に放熱する放熱部（４ａ）と吸熱する吸熱部（４ｂ）
とを有するペルチェ素子（４）と、
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　前記放熱部に対して熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放熱用熱交換部
（３）と、
　容器（５ａ）内に蓄冷材（５ｂ）を収容し前記吸熱部に対して熱伝達可能に設けられた
蓄冷部（５）と、
　前記蓄冷部に対して熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放冷用熱交換部
（６；１０６）と、
　前記放熱用熱交換部に対して送風可能な第１送風機（１０１）と、
　前記放冷用熱交換部に対して送風可能な第２送風機（９）と、
　前記ペルチェ素子への通電を制御し、前記第１送風機の作動および前記第２送風機の作
動を制御する制御装置（５０）と、
　を備え、
　前記制御装置は、
　　前記ペルチェ素子を前記所定の通電状態に制御し、かつ前記第２送風機による送風を
行わず前記第１送風機によって前記放熱用熱交換部に送風し、前記吸熱部から吸熱して蓄
熱材に冷熱を蓄える蓄冷モードと、
　　前記ペルチェ素子を前記所定の通電状態に制御し、かつ前記第１送風機によって前記
放熱用熱交換部に送風するとともに前記第２送風機によって前記放冷用熱交換部に送風す
る放冷モードと、
　を交互に切り換え、
　前記制御装置は、前記蓄冷材、前記放冷用熱交換部、前記蓄冷部の容器および前記吸熱
部のいずれかについて検出した検出温度が、前記蓄冷材の融点よりも高い温度に設定され
た第１閾値以下に低下すると前記放冷用熱交換部に対する送風を開始し、前記検出温度が
、前記第１閾値よりも所定温度高い温度に設定された第２閾値以上に上昇すると前記放冷
用熱交換部への送風を停止する冷風供給装置。
【請求項６】
　前記通風切換装置は、前記放冷用熱交換部に対して上流側の通路および下流側の通路の
それぞれを開閉するドア（７，８）によって構成される請求項１または請求項４に記載の
冷風供給装置。
【請求項７】
　前記制御装置は、前記放冷用熱交換部への送風実施中に、車両用空調装置による車室内
への空調風の風量を前記放冷用熱交換部に対する送風の停止中よりも低下するかまたは前
記空調風を停止する指令を出力する請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の冷風供
給装置。
【請求項８】
　前記放冷用熱交換部に振動を与える振動装置（５３）を備え、
　前記制御装置は、前記ペルチェ素子を前記所定の通電状態に制御しかつ前記放冷用熱交
換部に対する送風の停止中に、前記振動装置を運転して前記放冷用熱交換部に振動を与え
る請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の冷風供給装置。
【請求項９】
　前記蓄冷材は、固体から液体に融解する際に温度変化を伴わない潜熱を１００ｋＪ／ｋ
ｇ以上有する物質である請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の冷風供給装置。
【請求項１０】
　前記蓄冷材は、固体から液体に融解する融解温度が５℃以下となる物質である請求項１
から請求項８のいずれか一項に記載の冷風供給装置。
【請求項１１】
　前記蓄冷材は、所定温度で結晶構造の変化に伴って生じる熱を利用する固体蓄冷材であ
る請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の冷風供給装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　この明細書における開示は、車室内に対して冷風を提供する冷風供給装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、トラックに設けられた仮眠休憩用のベッドルームの冷暖房を行う車載
冷暖房装置が開示されている。車載冷暖房装置は、ペルチェ素子と、ペルチェ素子との間
で熱伝導可能な吸放熱部と、吸放熱部と熱交換した空気をベッドルームへ循環放出させる
送風ファンと、吸放熱部と連結されて熱交換用流体を循環可能に形成された熱交換器と、
蓄熱部と、を備える。蓄熱部には、熱交換器が収容されており、蓄熱部内の熱交換器の外
側空間には蓄熱材が充填され、密封されている。
【０００３】
　制御回路部は、エンジン稼働中に冷房運転が設定されている場合、ペルチェ素子の吸放
熱部に接した面が吸熱による冷却面になり、反対面が発熱面になるようにペルチェ素子に
給電する。これにより、ペルチェ素子に密着した吸放熱部の表面は冷却され、内部を循環
する熱交換用流体も冷却される。このとき蓄熱部に充填された蓄熱材は熱交換用流体と熱
交換するので、冷熱が蓄熱材に蓄熱される。次にエンジンが停止すると、ペルチェ素子へ
の給電を停止するが、ポンプによって蓄熱部を循環する熱交換用流体は蓄熱材の冷熱によ
り冷却されて吸放熱部を冷却する。送風ファンによって吸引されたベッドルーム内の空気
は吸放熱部の表面に接して冷却されてベッドルーム内へ吹き出される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－３２０３９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１の装置は、熱交換器に熱交換用流体を循環させるための回路を必要とするた
め、装置が大型になるという問題がある。さらに乗員に対して冷風を供給する装置は、そ
の性質上、乗員に対する高い冷風供給能力が求められる。冷風供給能力を高めるには、冷
風を乗員に確実に到達させることが有効であり、このために乗員に近い場所に装置を設置
できることが好ましい。このように装置の設置場所に制約がある場合には、装置の小型化
が求められる。
【０００６】
　このような課題に鑑み、この明細書における開示の目的は、冷風供給能力と小型化との
両立が図れる冷風供給装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この明細書に開示された複数の態様は、それぞれの目的を達成するために、互いに異な
る技術的手段を採用する。また、特許請求の範囲およびこの項に記載した括弧内の符号は
、ひとつの態様として後述する実施形態に記載の具体的手段との対応関係を示す一例であ
って、技術的範囲を限定するものではない。
【０００８】
　開示された冷風供給装置のひとつは、所定の通電状態に制御された場合に放熱する放熱
部（４ａ）と吸熱する吸熱部（４ｂ）とを有するペルチェ素子（４）と、放熱部に対して
熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放熱用熱交換部（３）と、容器（５ａ
）内に蓄冷材（５ｂ）を収容し吸熱部に対して熱伝達可能に設けられた蓄冷部（５）と、
蓄冷部に対して熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放冷用熱交換部（１０
６）と、放熱用熱交換部および放冷用熱交換部に対して送風可能な送風機（１）と、放冷
用熱交換部を通過する空気が流れる放冷用通路（２３）を遮断する状態と開放する状態と
にわたって切り換え可能な通風切換装置（７，８）と、送風機の作動と通風切換装置の作
動とを制御する制御装置（５０）と、を備え、
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　放冷用熱交換部は、吸熱部に対して熱伝達可能に設けられる放冷用熱交換部から立設す
る複数の板状部材であって通過する空気と熱交換するフィン（１０６ａ）を有し、フィン
の内部には蓄冷材が収容されている。
　開示された冷風供給装置のひとつは、所定の通電状態に制御された場合に放熱する放熱
部（４ａ）と吸熱する吸熱部（４ｂ）とを有するペルチェ素子（４）と、放熱部に対して
熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放熱用熱交換部（３）と、容器（５ａ
）内に蓄冷材（５ｂ）を収容し吸熱部に対して熱伝達可能に設けられた蓄冷部（５）と、
蓄冷部に対して熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放冷用熱交換部（６；
１０６）と、放熱用熱交換部および放冷用熱交換部に対して送風可能な送風機（１）と、
放冷用熱交換部を通過する空気が流れる放冷用通路（２３）を遮断する状態と開放する状
態とにわたって切り換え可能な通風切換装置（７，８）と、送風機の作動と通風切換装置
の作動とを制御する制御装置（５０）と、を備え、
　制御装置は、蓄冷材、放冷用熱交換部、蓄冷部の容器および吸熱部のいずれかについて
検出した検出温度が、蓄冷材の融点よりも高い温度に設定された第１閾値以下に低下する
と放冷用熱交換部に対する送風を開始し、検出温度が、第１閾値よりも所定温度高い温度
に設定された第２閾値以上に上昇すると放冷用熱交換部への送風を停止する。
【０００９】
　この冷風供給装置によれば、通風切換装置によって放冷用通路を遮断する状態ではペル
チェ素子による発熱を放熱用熱交換部を介して送風空気に放出し、ペルチェ素子による吸
熱力によって蓄冷材に冷熱を蓄えることができる。さらに、通風切換装置によって放冷用
通路を開放する状態では蓄冷材に蓄えた冷熱を放冷用熱交換部を介して送風空気に放出で
きるので、車室内の乗員に対して冷風を供給することができる。このように送風機と通風
切換装置によって蓄冷モードと放冷モードとにわたって切り換え可能な構成を備えること
により、冷風供給装置の小型化が図れるので、車両において乗員に対して近い位置に設置
可能な冷風供給装置が得られる。したがって、冷風供給能力と小型化との両立が図れる冷
風供給装置を提供できる。
【００１０】
　開示された冷風供給装置のひとつは、所定の通電状態に制御された場合に放熱する放熱
部（４ａ）と吸熱する吸熱部（４ｂ）とを有するペルチェ素子（４）と、放熱部に対して
熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放熱用熱交換部（３）と、容器（５ａ
）内に蓄冷材（５ｂ）を収容し吸熱部に対して熱伝達可能に設けられた蓄冷部（５）と、
蓄冷部に対して熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放冷用熱交換部（１０
６）と、放熱用熱交換部に対して送風可能な第１送風機（１０１）と、放冷用熱交換部に
対して送風可能な第２送風機（９）と、ペルチェ素子への通電を制御し、第１送風機の作
動および第２送風機の作動を制御する制御装置（５０）と、を備え、
　放冷用熱交換部は、吸熱部に対して熱伝達可能に設けられる放冷用熱交換部から立設す
る複数の板状部材であって通過する空気と熱交換するフィン（１０６ａ）を有し、フィン
の内部には蓄冷材が収容されており、
　制御装置は、ペルチェ素子を所定の通電状態に制御し、かつ第２送風機による送風を行
わず第１送風機によって放熱用熱交換部に送風し、吸熱部から吸熱して蓄熱材に冷熱を蓄
える蓄冷モードと、ペルチェ素子を所定の通電状態に制御し、かつ第１送風機によって放
熱用熱交換部に送風するとともに第２送風機によって放冷用熱交換部に送風する放冷モー
ドと、を交互に切り換える。
　開示された冷風供給装置のひとつは、所定の通電状態に制御された場合に放熱する放熱
部（４ａ）と吸熱する吸熱部（４ｂ）とを有するペルチェ素子（４）と、放熱部に対して
熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放熱用熱交換部（３）と、容器（５ａ
）内に蓄冷材（５ｂ）を収容し吸熱部に対して熱伝達可能に設けられた蓄冷部（５）と、
蓄冷部に対して熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換する放冷用熱交換部（６；
１０６）と、放熱用熱交換部に対して送風可能な第１送風機（１０１）と、放冷用熱交換
部に対して送風可能な第２送風機（９）と、ペルチェ素子への通電を制御し、第１送風機
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の作動および第２送風機の作動を制御する制御装置（５０）と、を備え、
　制御装置は、ペルチェ素子を所定の通電状態に制御し、かつ第２送風機による送風を行
わず第１送風機によって放熱用熱交換部に送風し、吸熱部から吸熱して蓄熱材に冷熱を蓄
える蓄冷モードと、ペルチェ素子を所定の通電状態に制御し、かつ第１送風機によって放
熱用熱交換部に送風するとともに第２送風機によって放冷用熱交換部に送風する放冷モー
ドと、を交互に切り換え、
　制御装置は、蓄冷材、放冷用熱交換部、蓄冷部の容器および吸熱部のいずれかについて
検出した検出温度が、蓄冷材の融点よりも高い温度に設定された第１閾値以下に低下する
と放冷用熱交換部に対する送風を開始し、検出温度が、第１閾値よりも所定温度高い温度
に設定された第２閾値以上に上昇すると放冷用熱交換部への送風を停止する。
【００１１】
　この冷風供給装置によれば、蓄冷モードではペルチェ素子による発熱を放熱用熱交換部
を介して送風空気に放出し、ペルチェ素子による吸熱力によって蓄冷材に冷熱を蓄えるこ
とができる。さらに、放冷モードでは蓄冷材に蓄えた冷熱を放冷用熱交換部を介して送風
空気に放出できるので、車室内の乗員に対して冷風を供給することができる。このように
第１送風機および第２送風機の制御によって蓄冷モードと放冷モードとにわたって切り換
え可能な構成を備えることにより、冷風供給装置の小型化が図れるので、乗員に対して近
い位置に設置可能な冷風供給装置が得られる。したがって、冷風供給能力と小型化との両
立が図れる冷風供給装置を提供できる。
【００１２】
　開示された冷風供給装置が備える放冷用熱交換部（１０６）は、蓄冷部と一体に構成さ
れて吸熱部に対して熱伝達可能に設けられ、通過する空気と熱交換し蓄冷材が内部に収容
されたフィン（１０６ａ）を有している。
【００１３】
　この冷風供給装置によれば、蓄冷材が内部に収容されたフィンを有して蓄冷部に一体に
構成された放冷用熱交換部を備えることにより、冷風供給装置の小型化が図れるので、乗
員に対して近い位置に設置可能な冷風供給装置が得られる。したがって、冷風供給能力と
小型化との両立が図れる冷風供給装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】第１実施形態の冷風供給装置を車両に搭載した一例を示す概要図である。
【図２】第１実施形態の冷風供給装置を車両に搭載した一例を示す概要図である。
【図３】第１実施形態の冷風供給装置について概要構成と蓄冷時の作動とを示す図面であ
る。
【図４】第１実施形態の冷風供給装置について放冷時の作動を示す図面である。
【図５】第１実施形態の冷風供給装置に関する作動構成図である。
【図６】各実施形態の冷風供給装置について、各部の温度とモードとの関係を示すチャー
ト図である。
【図７】第１実施形態の冷風供給装置について、蓄冷と放冷とを繰り返す制御処理を示し
たフローチャートである。
【図８】第２実施形態の冷風供給装置について、蓄冷と放冷とを繰り返す制御処理を示し
たフローチャートである。
【図９】第３実施形態の冷風供給装置について概要構成と蓄冷時の作動とを示す図面であ
る。
【図１０】第３実施形態の冷風供給装置について放冷時の作動を示す図面である。
【図１１】第３実施形態の冷風供給装置に関する作動構成図である。
【図１２】第３実施形態の冷風供給装置について、蓄冷と放冷とを繰り返す制御処理を示
したフローチャートである。
【図１３】第４実施形態の冷風供給装置について概要構成と蓄冷時の作動とを示す図面で
ある。
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【図１４】第４実施形態の冷風供給装置について放冷時の作動を示す図面である。
【図１５】第４実施形態の冷風供給装置について、放冷用フィンの構成を示す部分図であ
る。
【図１６】第５実施形態の冷風供給装置に関する作動構成図である。
【図１７】第５実施形態の冷風供給装置について、蓄冷と放冷とを繰り返す制御処理を示
したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、図面を参照しながら本発明を実施するための複数の形態を説明する。各形態に
おいて先行する形態で説明した事項に対応する部分には同一の参照符号を付して重複する
説明を省略する場合がある。各形態において構成の一部のみを説明している場合は、構成
の他の部分については先行して説明した他の形態を適用することができる。各実施形態で
具体的に組み合わせが可能であることを明示している部分同士の組み合わせばかりではな
く、特に組み合わせに支障が生じなければ、明示してなくとも実施形態同士を部分的に組
み合わせることも可能である。
【００１６】
　（第１実施形態）
　第１実施形態の冷風供給装置１００について、図１～図７を参照して説明する。以下の
各実施形態で説明する冷風供給装置は、図１、図２に図示するように車両に搭載すること
ができる。各実施形態の冷風供給装置は、車室内Ｒを冷風を供給する対象空間とする。こ
の冷風供給装置は、例えば、乗員の顔付近に対して冷風供給を行う装置として用いること
で、乗員の眠気を覚ます効果を奏する眠気防止装置として提供することができる。
【００１７】
　冷風供給装置１００は、例えば図１に示すように、車両の天井に設置することができる
。また、冷風供給装置１００は、例えば図２に示すように、乗員が着座するシート６１に
設置することができる。図１及び図２に記載した上下前後の各矢印は、冷風供給装置１０
０を車両に搭載した状態における各方向を示している。したがって、上側、下側、前側、
後側は、それぞれ、車両上方、車両下方、車両前方、車両後方である。
【００１８】
　図３および図４に図示するように、冷風供給装置１００は、その外殻を形成する本体の
内部に、送風機１、通風切換装置、放熱用熱交換部３、ペルチェモジュール４、蓄冷部５
、放冷用熱交換部６等を備えて構成されている。冷風供給装置１００は、蓄冷部５に冷熱
を蓄える蓄冷モードと、蓄冷部５に蓄えた冷熱を空気に移動させて冷風として放冷する放
冷モードと、の両方を実施可能である。
【００１９】
　ケース２と送風機１とは一体に接続されて冷風供給装置１００の本体を構成する。ケー
ス２は内部には、ペルチェモジュール４、蓄冷部５、上流側通路２０、放熱用通路２１お
よび放冷用通路２３が設けられている。上流側通路２０は、下流側で放熱用通路２１と放
冷用通路２３とに分岐する。放熱用通路２１には放熱用熱交換部３が設置されており、放
熱用通路２１を流れる空気は放熱用熱交換部３に接触する。放冷用通路２３には放冷用熱
交換部６が設置されており、放冷用通路２３を流れる空気は放冷用熱交換部６に接触する
。放熱用熱交換部３と放冷用熱交換部６との間には、ペルチェモジュール４と蓄冷部５と
が、放熱用熱交換部３と放冷用熱交換部６との間で熱移動するように一体に設けられてい
る。したがって、放熱用熱交換部３、ペルチェモジュール４、蓄冷部５、放冷用熱交換部
６の並びで積層され、これらが熱伝達可能なように一体となった状態でケース２の内部に
設けられている。
【００２０】
　通風切換装置は、放冷用熱交換部６に対して、上流側の通路を開閉する上流側ドア７と
、下流側の通路を開閉する下流側ドア８と、を有する。上流側ドア７、下流側ドア８のそ
れぞれは、例えばサーボモータによって駆動されるアクチュエータを有し、その回転位置
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が制御される。上流側ドア７、下流側ドア８のそれぞれは、冷風供給装置１００における
制御装置である冷風ＥＣＵ５０によって、通路を開放する開状態と通路を閉鎖する閉状態
とにわたって制御される。上流側ドア７は、放熱用通路２１と放冷用通路２３とが分岐す
る部位に設けられており、放冷用通路２３の上流部位を開閉可能である。下流側ドア８は
、放冷用熱交換部６よりも下流側の部位に設けられており、車室内と放冷用熱交換部６と
の間を遮断したり、連通させたりすることが可能である。
【００２１】
　蓄冷部５は、容器５ａの内部に蓄冷材を収容し、吸熱部４ｂに対して熱伝達可能に一体
に設けられている。蓄冷材は、それ自体が熱を蓄えたり、放出したりすることが可能な物
質であり、例えばパラフィン等を採用することができる。例えば蓄冷材は、固相と液相と
の間で相転移し、液相から固相への転移と固相から液相への転移とが温度に応じて切り替
わる物質である。例えば蓄冷材は、図６に図示するように、固相域において、蓄冷モード
と放冷モードとが繰り返されるように遷移することもある。
【００２２】
　蓄冷部５の容器５ａの内部には、蓄冷材の温度を検出する温度センサ５１が設けられて
いる。この温度センサ５１は、放冷用熱交換部６、容器５ａ、吸熱部４ｂのいずれかの温
度を検出する温度センサに置き換えてもよい。放冷用熱交換部６の温度、容器５ａの温度
、吸熱部４ｂの温度は蓄冷材の温度に関連する関連温度であり、この関連温度は後述する
図７に示すフローチャートの処理において代用することができる。
【００２３】
　図５の作動構成図に示すように、冷風ＥＣＵ５０の入力側には、温度センサ５１の検出
信号、空調ＥＣＵ６０からの通信信号等が入力される。冷風ＥＣＵ５０と空調ＥＣＵ６０
とは、互いに情報、指令を通信する関係にある。冷風ＥＣＵ５０の入力側には、車室内前
部の計器盤付近の操作パネルに設けられた操作部からの操作信号が入力される。操作部と
しては、例えば、冷風供給装置１００の運転スイッチ等がある。
【００２４】
　冷風ＥＣＵ５０は、その出力側に接続された冷風供給装置１００の各種機器を制御する
制御手段が一体に構成された制御装置である。冷風供給装置１００の各種機器の作動を制
御するハードウェアおよびソフトウェアは、制御手段を構成している。冷風ＥＣＵ５０は
、プログラムに従って動作するマイコンのようなデバイスを主なハードウェア要素として
備える。冷風ＥＣＵ５０は、冷風供給装置１００の各種機器、温度センサ５１、操作部お
よび空調ＥＣＵ６０が接続されるインターフェース部５０ａと、演算処理部５０ｂと、を
少なくとも備える。演算処理部５０ｂは、インターフェース部５０ａを通して温度センサ
５１から取得した環境情報と、記憶された所定のプログラムにしたがった判定処理や演算
処理を行う。演算処理部５０ｂは、冷風ＥＣＵ５０における判定処理実行部である。イン
ターフェース部５０ａは、演算処理部５０ｂによる判定結果、演算結果に基づいて前述の
各種機器を操作する。したがって、インターフェース部５０ａは、制御装置における入力
部および制御出力部である。
【００２５】
　空調ＥＣＵ６０は、その出力側に接続された各種空調用機器を制御する制御手段が一体
に構成された制御装置であり、車室内を空調する車両用空調装置を制御することができる
。各空調用機器の作動を制御するハードウェアおよびソフトウェアは、各空調用構成機器
の作動を制御する制御手段を構成している。空調ＥＣＵ６０は、プログラムに従って動作
するマイコンのようなデバイスを主なハードウェア要素として備える。空調ＥＣＵ６０の
入力側には、各センサ群の検出信号が入力され、車室内前部の計器盤付近の操作パネルに
設けられた各種の操作部からの操作信号が入力される。操作部としては、例えば、車両用
空調装置の作動スイッチ、吹出口モードを切り替える吹出モード切替スイッチ、車室内温
度を設定する設定温度スイッチ等がある。
【００２６】
　バッテリ５２は、車両に搭載される蓄電装置の一例であり、例えばニッケル水素蓄電池
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、リチウムイオン電池等の二次電池で構成される。バッテリ５２は、複数個の単電池を通
電可能に接続して一体に構成される電池パックであってもよい。また、バッテリ５２は、
外部の商用電源から供給される電力を充電可能に構成してもよい。車両では、バッテリ５
２に蓄電された電力を、冷風ＥＣＵ５０や空調ＥＣＵ６０を介して冷風供給装置１００や
車両用空調装置へ供給してこれらを作動させている。
【００２７】
　送風機１は、例えば、遠心ファンを電動モータにて回転駆動する電動送風機である。送
風機１は、冷風ＥＣＵ５０から出力される制御電圧によって回転数や送風空気量が制御さ
れる送風手段である。ファンケーシング１０は、樹脂または金属によって形成され、内部
に収容したファンから吹き出された送風空気が流通する渦巻き状の空気通路を形成してい
る。
【００２８】
　送風機１の吹出し部は、ケース２内の上流側通路２０に接続されている。したがって、
送風機１は放熱用熱交換部３および放冷用熱交換部６に対して送風可能な装置である。冷
風ＥＣＵ５０が電動モータを回転させると、送風空気は図１や図２の実線矢印に示すよう
に流れる。車室内の空気は、ファンケーシング１０の吸込部１０ａからファンケーシング
１０内に吸い込まれて送風機１から吹き出された後、上流側通路２０から放熱用通路２１
や放冷用通路２３を流れて車室内の所定場所へ吹き出される。
【００２９】
　図１に示す設置状態では、放冷用通路２３は車両前席に着座している乗員の上半身に向
かって開口する吹出口に連通し、放熱用通路２１は後部座席側に向かって開口する吹出し
口に連通している。図２に示す設置状態では、放冷用通路２３は車両前席に着座している
乗員の顔や頭に向かって開口する吹出口に連通し、放熱用通路２１は車室内の床部に向か
って開口する吹出し口に連通している。
【００３０】
　ペルチェモジュール４は１個以上のペルチェ素子を内部に有する。冷風ＥＣＵ５０がペ
ルチェ素子に流れる電流の向きを変更することによって、ペルチェ素子における一方側面
または他方側面を吸熱または発熱させることが可能である。ペルチェ素子は、放熱用熱交
換部３側に位置する一方側板部と、蓄冷部５側に位置する他方側板部と、を有する。この
構成により、冷風供給装置１００においては、冷風ＥＣＵ５０はペルチェ素子の一方側板
部が発熱し、他方側板部が吸熱するようにペルチェ素子に対して所定の通電状態を提供す
る。したがって、ペルチェモジュール４において、ペルチェ素子が所定の通電状態に制御
された場合に、一方側板部がペルチェ素子の放熱部４ａを構成し、他方側板部がペルチェ
素子の吸熱部４ｂを構成する。放熱用熱交換部３は、放熱部４ａに対して熱伝達可能に設
けられている。放冷用熱交換部６は、吸熱部４ｂに対して熱伝達可能に設けられている。
【００３１】
　ペルチェ素子は、２種類の金属の接合部に電流を流すと、片方の金属からもう片方へ熱
が移動するペルチェ効果を利用した素子である。ペルチェ素子は、例えば、２種の金属板
の間にＰ型半導体とＮ型半導体とを複数配置するとともに、一方の金属板によってＮ－Ｐ
接合を構成し、かつ他方の金属板によってＰ－Ｎ接合を構成した素子である。ペルチェ素
子では、ＰＮ接合部分に電流を流すことにより、Ｎ→Ｐ接合部分に相当する金属板で吸熱
現象が生じ、Ｐ→Ｎ接合部分に相当する金属板で放熱現象が生じる。
【００３２】
　ペルチェモジュール４では、放熱用熱交換部３側が放熱部４ａとなり、蓄冷部５側が吸
熱部４ｂとなるように、ペルチェ素子への通電を所定の通電状態に制御される。冷風ＥＣ
Ｕ５０によって、Ｎ型半導体、吸熱部４ｂ、Ｐ型半導体の順に電流が流れ、Ｐ型半導体、
放熱部４ａ、Ｎ型半導体の順に電流が流れる所定の通電状態に制御されると、吸熱部４ｂ
が熱を吸収する部分となり、放熱部４ａが熱を放出する部分になる。
【００３３】
　放熱用熱交換部３、放冷用熱交換部６は、ともに空気通路に露出し、基台部から間隔を
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あけて立設する複数の板状部材で構成される複数のフィンを有する。このフィンは、アル
ミニウム、銅など、熱伝導率の高い金属を含んだ材質で形成されている。例えば、フィン
は、主たる面が空気流れ方向に沿う姿勢で空気通路に露出するように設けられる。
【００３４】
　また、蓄冷材は固体から液体に融解する際に温度変化を伴わない潜熱を１００ｋＪ／ｋ
ｇ以上有する物質であることが好ましい。この蓄冷材によれば、優れた蓄冷性能、放冷性
能を備える冷風供給装置の提供に寄与する。この蓄冷材は、ＣｎＨ２ｎ＋２の鎖式飽和炭
化水素、Ｈ２Ｏを主成分とする、例えば９０％以上の成分とする物質によって実現するこ
とができる。例えば、Ｃ１３Ｈ２８の場合潜熱は２００ｋＪ／ｋｇ、Ｈ２Ｏの場合潜熱は
３３４ｋＪ／ｋｇである。
【００３５】
　また、蓄冷材は固体から液体に融解する融解温度が５℃以下となる物質であることが好
ましい。この蓄冷材によれば、装置の体格を大きくすることなく、冷風の低温化が図れる
冷風供給装置を提供できる。この蓄冷材は、ＣｎＨ２ｎ＋２の鎖式飽和炭化水素、Ｈ２Ｏ
を主成分とする、例えば９０％以上の成分とする物質によって実現することができる。例
えば、Ｃ１３Ｈ２８の場合融点は－５℃、Ｈ２Ｏの場合融点は０℃である。
【００３６】
　また、蓄冷材は所定温度で結晶構造の変化（結晶相変化）に伴って生じる熱を利用する
固体蓄冷材であることが好ましい。この蓄冷材によれば、結晶相変化に伴う発熱を活用し
て蓄冷性能、放冷性能を高めることができる。この蓄冷材は、ＶＯ２、ＶｘＯｙ、ＶｎＷ

１－ｎＯ２、ＬｉＶＯ２のいずれかを主成分とする物質によって実現することができる。
例えば、Ｖ０.９７７Ｗ０.０２３Ｏ２の場合相変化温度は４℃である。
【００３７】
　次に冷風供給装置１００の作動について、図６および図７を参照して説明する。冷風供
給装置１００は、例えば、乗員の操作によって運転スイッチがＯＮされると図７のフロー
チャートにしたがった処理を実行する。冷風ＥＣＵ５０は図７に図示する処理手順にした
がって冷風供給装置１００の作動を制御する。図７のフローチャートは、蓄冷モードと放
冷モードの１サイクルにおける処理手順を表している。
【００３８】
　ステップ１００では送風機１の運転を開始し、ステップ１１０ではペルチェ素子が前述
の所定の通電状態となるようにペルチェ素子に対する通電を制御する。さらにステップ１
２０では、放冷用通路２３を閉じるように通路切換装置を制御する。ここでは、上流側ド
ア７と下流側ドア８の両方を閉状態に制御する。これにより、図３に図示するように、放
熱用通路２１のみに空気が流通し、放冷用通路２３には空気が流れない蓄冷モードになる
。
【００３９】
　蓄冷モードでは、ペルチェ素子の発熱作用が放熱部４ａを通じて放熱用熱交換部３から
空気に働くため、車室内に送風される空気によって車室内への放熱が行われる。さらに、
ペルチェ素子の吸熱作用が吸熱部４ｂを通じて蓄冷材に作用するため、蓄冷材が冷却され
て蓄冷材に冷熱が蓄えられることになる。このとき、図６に示すように、放熱部４ａ、放
熱用熱交換部３、車室内へ吹き出される空気、放冷用熱交換部６の周囲空気、の順に温度
が高くなっている。蓄冷材は冷却されているので、蓄冷材の温度と放冷用熱交換部６の温
度は、同じように徐々に低下していく。放冷用熱交換部６の温度は蓄冷材の温度よりもわ
ずかに高くなっている。
【００４０】
　次のステップ１３０では、温度センサ５１によって検出された蓄冷材の温度が予め定め
た第１閾値以下であるか否かを判定する。第１閾値は、例えば融点よりも所定温度高い温
度に設定されている。第１閾値は、実験値や経験値に基づいて設定され、放冷用熱交換部
６に送風を行った場合に車室内に冷風を放出できる程度の蓄冷材の温度に設定されている
。ステップ１３０で蓄冷材の温度が第１閾値以下でないと判定されている間は、図６のよ
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うに蓄冷材の温度が下がり続けている状態であり、ステップ１３０の判定処理は蓄冷材の
温度が第１閾値以下になるまで繰り返される。
【００４１】
　ステップ１３０で蓄冷材の温度が第１閾値以下であると判定すると、ステップ１４０で
放冷用通路２３を開放するように通路切換装置を制御する。ここでは、上流側ドア７と下
流側ドア８の両方を開状態に制御する。これにより、図４に図示するように、送風機１か
ら吹き出された空気が放熱用通路２１と放冷用通路２３とに分かれて流れる放冷モードに
なる。
【００４２】
　放冷モードでは、ペルチェ素子の発熱作用が放熱部４ａを通じて放熱用熱交換部３から
空気に働くことにより車室内への送風空気によって車室内への放熱が行われる。そして、
蓄冷材に蓄えられた冷熱が放冷用熱交換部６に熱伝達して空気を冷却するので、乗員に向
けて冷風が吹き出されることになる。さらに放冷モード中もペルチェ素子の吸熱作用は吸
熱部４ｂを通じて蓄冷材に作用し続ける。また、放冷モード開始直後は、放熱用熱交換部
３と送風空気とが熱交換し始めるため、放熱用熱交換部３の温度と蓄冷材の温度は上昇し
、融点付近で大きく変化しないようになる。
【００４３】
　次のステップ１５０では、蓄冷材の温度が予め定めた第２閾値以上であるか否かを判定
する。第２閾値は、第１閾値よりも高い温度に設定されている。例えば第２閾値は、第１
閾値よりも５℃～１０℃高い温度に設定する場合がある。例えば第２閾値は、蓄冷材の融
点、または融点よりもわずかに高い温度に設定してもよい。ステップ１５０で蓄冷材の温
度が第２閾値以上でないと判定されている間は、図６に示すように放冷モードが継続して
いる状態であり、ステップ１５０の判定処理は蓄冷材の温度が第２閾値以上になるまで繰
り返される。ステップ１５０で蓄冷材の温度が第２閾値以上であると判定すると本フロー
チャートを終了し、再びフローチャートを開始する。
【００４４】
　図７のフローチャートが終了した後、再び開始することにより、図６に図示するように
、冷風供給装置１００は蓄冷モードと放冷モードとが交互に繰り返される運転を実施する
。
【００４５】
　次に、第１実施形態の冷風供給装置１００がもたらす作用効果について説明する。冷風
供給装置１００は、所定の通電状態に制御されて放熱する放熱部４ａと吸熱する吸熱部４
ｂとを有するペルチェ素子と、放熱部４ａに熱伝達可能に設けられる放熱用熱交換部３と
、蓄冷部５と、蓄冷部５に熱伝達可能に設けられる放冷用熱交換部６と、を備える。蓄冷
部５は、容器５ａ内に蓄冷材を収容し吸熱部４ｂに対して熱伝達可能に設けられる。冷風
供給装置１００は、放熱用熱交換部３および放冷用熱交換部６に対して送風可能な送風機
１と、放冷用通路２３を遮断状態と開放状態とにわたって切り換え可能な通風切換装置と
、送風機１の作動と通風切換装置の作動とを制御する制御装置と、を備える。
【００４６】
　この構成によれば、通風切換装置によって放冷用通路２３を遮断する状態ではペルチェ
素子の発熱を放熱用熱交換部３を介して送風空気に放出し、ペルチェ素子の吸熱力によっ
て蓄冷材には冷熱が蓄えられる。さらに、通風切換装置によって放冷用通路２３を開放す
る状態では蓄冷材に蓄えた冷熱を放冷用熱交換部６を介して送風空気に放出できるので、
乗員に対して冷風を供給することができる。
【００４７】
　このように冷風供給装置１００は、送風機１と通風切換装置によって蓄冷モードと放冷
モードとにわたって切り換え可能な構成を備えることにより、小型化が図れるので、車両
において乗員に対して近い位置に設置可能である。したがって、冷風供給能力と小型化と
の両立が図れる冷風供給装置１００を提供できる。
【００４８】
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　冷風供給装置１００は、通風切換装置によって蓄冷と放冷とを交互に継続的に実施でき
るので、冷風を断続的に提供可能な冷風供給装置が得られる。また、放冷時は蓄冷材の潜
熱を使用できるので、一定時間、放冷用熱交換部６の温度を低温に維持することができる
。冷風供給装置１００は、間欠的に冷風を供給するので、常時冷風を必要としない乗員の
眠気防止装置として有用である。
【００４９】
　冷風供給装置１００によれば、蓄冷時間が長くなるように第１閾値を設定したり、融点
の低い蓄熱材を搭載したりすることにより、装置の体格を大きくしなくても冷風の低温下
が可能になる。
【００５０】
　通風切換装置は、放冷用熱交換部６に対して上流側の通路および下流側の通路のそれぞ
れを開閉する上流側ドア７、下流側ドア８によって構成される。この構成によれば、蓄冷
モード時に、放冷用通路２３を上流側ドア７と下流側ドア８とで確実に閉鎖することがで
きる。これにより、蓄冷モード時に放冷用熱交換部６からの冷熱の流出を抑止できるので
、効率的な蓄冷を実施することができる。また、放冷用熱交換部６の凍結防止にも寄与す
る。
【００５１】
　制御装置は、蓄冷材、放冷用熱交換部６、蓄冷部５の容器５ａおよび吸熱部４ｂのいず
れかについて検出した検出温度が所定の第１閾値以下に低下すると放冷用熱交換部６に対
する送風を開始する。制御装置は、この検出温度が所定の第２閾値以上に上昇すると放冷
用熱交換部６への送風を停止する。
【００５２】
　この制御によれば、検出温度が第１閾値以下に低下すると車室内へ冷風を供給する放冷
モードを開始し、検出温度が所定の第２閾値以上に上昇すると蓄冷モードを開始する。放
冷モード開始のトリガとなる第１閾値と蓄冷モード開始のトリガとなる第２閾値とを採用
する蓄冷材の融点に応じて適切に設定することにより、効率的な蓄冷と冷風供給を実施す
ることができる。
【００５３】
　制御装置は、放冷用熱交換部６への送風実施中に、車両用空調装置による車室内への空
調風の風量を放冷用熱交換部６に対する送風の停止中よりも低下するかまたは空調風を停
止する指令を出力する。この制御によれば、冷風供給装置１００から吹き出される冷風が
乗員に到達することを妨げないように空調を実施できる。空調運転中であっても、乗員に
対して冷風を吹き付けることで、眠気等に対する覚醒効果を提供できる。
【００５４】
　（第２実施形態）
　第２実施形態に係る冷風供給装置１００の作動について図８のフローチャートを参照し
て説明する。第２実施形態で特に説明しない構成、作用、効果については、第１実施形態
と同様であり、以下、前述の実施形態と異なる点についてのみ説明する。また、図８のフ
ローチャートにおいて図７のフローチャートと同様の符号を付したステップについては第
１実施形態において記載した説明を援用する。
【００５５】
　第２実施形態で説明する制御は、第１実施形態の制御に対して、ステップ１３０Ａとス
テップ１５０Ａが相違する。図８に示すように、ステップ１２０で放冷用通路２３を閉じ
るように通路切換装置を制御して蓄冷モードを実施すると、ステップ１３０Ａで、放冷モ
ードから切り換わった蓄冷モードを開始してから所定の蓄冷モード時間Ｔ１が経過したか
否かを判定する。蓄冷モード時間Ｔ１は、実験値や経験値に基づいて予め設定された時間
である。ステップ１３０Ａで蓄冷モード時間Ｔ１が経過していないと判定されている間は
、図６のように蓄冷モードが継続している状態であり、ステップ１３０Ａの判定処理は蓄
冷モード時間Ｔ１が経過するまで繰り返される。
【００５６】
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　ステップ１３０Ａで蓄冷モード時間Ｔ１が第１閾値以下であると判定すると、ステップ
１４０で放冷用通路２３を開放するように通路切換装置を制御する。これにより、図６に
図示するように放冷モードが開始される。
【００５７】
　次のステップ１５０Ａでは、放冷モードを開始してから所定の放冷モード時間Ｔ２が経
過したか否かを判定する。放冷モード時間Ｔ２は、実験値や経験値に基づいて予め設定さ
れた時間である。ステップ１５０Ａで放冷モード時間Ｔ２が経過していないと判定されて
いる間は、図６のように放冷モードが継続している状態であり、ステップ１５０Ａの判定
処理は放冷モード時間Ｔ２が経過するまで繰り返される。ステップ１５０Ａで放冷モード
時間Ｔ２が経過したと判定すると本フローチャートを終了し、再びフローチャートを開始
する。図８のフローチャートが終了した後、再び開始することにより、図６に図示するよ
うに、冷風供給装置１００は蓄冷モードと放冷モードとが交互に繰り返される運転を実施
する。
【００５８】
　第２実施形態によると、制御装置は、放冷用熱交換部６への送風を停止したときから蓄
冷モード時間Ｔ１が経過すると放冷用熱交換部６に対する送風を開始する。放冷用熱交換
部６への送風を開始したときから放冷モード時間Ｔ２が経過すると放冷用熱交換部６への
送風を停止する。
【００５９】
　この制御によれば、放冷モードを継続する時間と蓄冷モードを継続する時間とを使用す
る蓄冷材の融点と冷熱蓄積能力に応じて適切に設定することにより、効率的な蓄冷と冷風
供給を実施することができる。
【００６０】
　（第３実施形態）
　第３実施形態では、第１実施形態に対する他の形態である冷風供給装置２００について
図９～図１２を参照して説明する。第３実施形態の冷風供給装置２００は、通風切換のた
めに２つの送風機を用いる点が冷風供給装置１００に対して相違する。第３実施形態にお
いて、第１実施形態に係る図面と同一符号を付した構成部品及び説明しない構成は、第１
実施形態と同様であり、同様の作用効果を奏する。第３実施形態では第１実施形態と異な
る構成等について説明する。
【００６１】
　図９および図１０に示すように、冷風供給装置２００は、放熱用熱交換部３に対して送
風可能な第１送風機１０１と、放冷用熱交換部６に対して送風可能な第２送風機９と、を
備える。ケース１０２および第１送風機１０１と、ケース２０２および第２送風機９と、
ペルチェモジュール４と、蓄冷部５とは一体に接続されて冷風供給装置２００の本体を構
成する。ケース１０２は内部には、放熱用通路２１が設けられている。ケース２０２は内
部には、放冷用通路２３が設けられている。放冷用熱交換部６には、下流側の通路を開閉
する下流側ドア８が設けられている。放熱用通路２１と放冷用通路２３は、ひとつの通路
から分岐した通路ではなく、それぞれ別個の送風機に接続された通路である。
【００６２】
　冷風ＥＣＵ５０はペルチェ素子への通電を制御し、第１送風機１０１の作動および第２
送風機９の作動を制御する。冷風ＥＣＵ５０が第１送風機１０１の電動モータを第２送風
機９の電動モータを回転させると、送風空気は図９や図１０の実線矢印に示すように流れ
る。車室内の空気は、ファンケーシング１０の吸込部１０ａからファンケーシング１０内
に吸い込まれて第１送風機１０１から吹き出された後、放熱用通路２１を流れて車室内の
所定場所へ吹き出される。また、車室内の空気は、ファンケーシング９０の吸込部９０ａ
からファンケーシング９０内に吸い込まれて第２送風機９から吹き出された後、放冷用通
路２３を流れて車室内の乗員に向けて吹き出される。温度センサ１５１は、放冷用熱交換
部６の温度を検出し、検出温度の情報を冷風ＥＣＵ５０に出力する。
【００６３】
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　次に冷風供給装置２００の作動について、図１２を参照して説明する。ステップ１００
Ａでは第１送風機１０１の運転を開始し、ステップ１１０ではペルチェ素子に対する通電
を制御する。これにより、図９に図示するように、放熱用通路２１のみに空気が流通し、
放冷用通路２３には空気が流れない蓄冷モードになる。
【００６４】
　次のステップ１３０で蓄冷材の温度が第１閾値以下であると判定すると、ステップ１４
０Ａで第１送風機１０１の運転を開始する。これにより、図１０に図示するように、第１
送風機１０１から吹き出された空気が放熱用通路２１に流れ、第２送風機９から吹き出さ
れた空気が放冷用通路２３に流れる放冷モードになる。
【００６５】
　放冷モードは、ステップ１５０で蓄冷材の温度が第２閾値以上でないと判定されている
間、継続する。ステップ１５０で蓄冷材の温度が第２閾値以上であると判定すると本フロ
ーチャートを終了し、再びフローチャートを開始する。図１２のフローチャートが終了し
た後、再び開始することにより、冷風供給装置２００は蓄冷モードと放冷モードとが交互
に繰り返される運転を実施する。
【００６６】
　冷風供給装置２００において、制御装置は、ペルチェ素子を所定の通電状態に制御し、
かつ第２送風機９による送風を行わず第１送風機１０１によって放熱用熱交換部３に送風
し、吸熱部４ｂから吸熱して蓄熱材に冷熱を蓄える蓄冷モードを実施する。制御装置は、
ペルチェ素子を所定の通電状態に制御し、かつ第１送風機１０１によって放熱用熱交換部
３に送風するとともに第２送風機９によって放冷用熱交換部６に送風する放冷モードを実
施する。制御装置は蓄冷モードと放冷モードとを交互に切り換える。
【００６７】
　冷風供給装置２００によれば、蓄冷モードではペルチェ素子による発熱を放熱用熱交換
部３を介して送風空気に放出し、ペルチェ素子による吸熱力によって蓄冷材に冷熱を蓄え
る。さらに、放冷モードでは蓄冷材に蓄えた冷熱を放冷用熱交換部６を介して送風空気に
放出できるので、車室内の乗員に対して冷風を供給できる。このように冷風供給装置２０
０は、第１送風機１０１と第２送風機９によって蓄冷モードと放冷モードとにわたって切
り換え可能な構成を備えることにより、小型化が図れるので、車両において乗員に対して
近い位置に設置可能である。したがって、冷風供給能力と小型化との両立が図れる冷風供
給装置２００を提供できる。
【００６８】
　また、冷風供給装置２００によれば、送風機の運転状態によって通風を切り換えること
ができるので、冷風供給の応答性が高くできる。また、通路を開閉するドアを不要にでき
、またその個数を低減することができる。これにより、ドア本体からの風漏れの懸念がな
く、通風抵抗変化に伴う音の変化を抑制でき、装置全体の機構を簡単化することができる
。また、ドアを削減できることにより、放冷用通路２３を短くでき、また通路の高さを抑
えることができ、装置の小型化を促進できる。
【００６９】
　（第４実施形態）
　第４実施形態では、第１実施形態に対する他の形態である冷風供給装置３００について
図１３～図１５を参照して説明する。第４実施形態の冷風供給装置３００は、放冷用熱交
換部６に蓄冷材が内蔵されている点が冷風供給装置１００に対して相違する。第４実施形
態において、前述の各実施形態に係る図面と同一符号を付した構成部品及び説明しない構
成は、前述の実施形態と同様であり、同様の作用効果を奏する。第４実施形態では前述の
実施形態と異なる構成等について説明する。
【００７０】
　図１３～図１５に示すように、冷風供給装置３００は、蓄冷材５ｂが内部に収容された
フィン１０６ａを有する放冷用熱交換部１０６を備える。複数のフィン１０６ａは、放冷
用熱交換部１０６の基台部から間隔をあけて立設する複数の板状部材である。したがって
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、放冷用熱交換部１０６は、蓄冷部と一体に構成されて吸熱部４ｂに対して熱伝達可能に
設けられている。蓄冷材は、フィン１０６ａを形成する壁の内面に接触した状態で内蔵さ
れている。フィン１０６ａは、主たる面が空気流れ方向に沿う姿勢で空気通路に露出する
ように設けられる。
【００７１】
　第４実施形態の冷風供給装置３００によれば、放冷用熱交換部１０６のフィン１０６ａ
に、蓄冷材５ｂを収容する容器の機能を持たせることにより、熱抵抗を抑制できるので熱
伝達の効率を向上させることができ、装置の小型化に貢献できる。
【００７２】
　（第５実施形態）
　第５実施形態では、前述の実施形態に対する他の形態について図１６および図１７を参
照して説明する。第５実施形態の冷風供給装置は、放冷用熱交換部６に振動を与える振動
装置５３を備える点が前述の冷風供給装置に対して相違する。第５実施形態において、前
述の各実施形態に係る図面と同一符号を付した構成部品及び説明しない構成は、前述の実
施形態と同様であり、同様の作用効果を奏する。第５実施形態では前述の実施形態と異な
る構成等について説明する。
【００７３】
　図１７に示すように、冷風ＥＣＵ５０は、ステップ１２５において、ペルチェ素子を所
定の通電状態に制御しかつ放冷用熱交換部に対する送風の停止中に、振動装置５３を運転
して放冷用熱交換部６に振動を与える。振動装置５３は、電圧や超音波を印加することに
よって、放冷用熱交換部６を振動させる。これによれば、放冷用熱交換部１０６の凍結防
止に貢献でき、通風抵抗を抑制することができるので、効率的な冷風供給に寄与する。
【００７４】
　（他の実施形態）
　この明細書の開示は、例示された実施形態に制限されない。開示は、例示された実施形
態と、それらに基づく当業者による変形態様を包含する。例えば、開示は、実施形態にお
いて示された部品、要素の組み合わせに限定されず、種々変形して実施することが可能で
ある。開示は、多様な組み合わせによって実施可能である。開示は、実施形態に追加可能
な追加的な部分をもつことができる。開示は、実施形態の部品、要素が省略されたものを
包含する。開示は、ひとつの実施形態と他の実施形態との間における部品、要素の置き換
え、または組み合わせを包含する。開示される技術的範囲は、実施形態の記載に限定され
ない。開示される技術的範囲は、特許請求の範囲の記載によって示され、さらに特許請求
の範囲の記載と均等の意味および範囲内でのすべての変更を含むものと解されるべきであ
る。
【００７５】
　前述の実施形態において、冷風供給装置の作動を制御する制御装置は冷風ＥＣＵ５０で
あるが、この制御主体に限定されない。例えば、冷風供給装置の作動を制御する制御装置
は、空調ＥＣＵ６０でもよいし、冷風ＥＣＵ５０の機能を統合した他のＥＣＵであっても
よい。
【００７６】
　前述の実施形態では、放冷用通路２３を開放して送風を行う状態や第２送風機によって
放冷用通路２３へ送風を行う状態では、ペルチェ素子に所定の通電を行い、放熱部４ａで
放熱し吸熱部４ｂで吸熱するが、ペルチェ素子に対して通電しない形態でもよい。この場
合、蓄冷モード時に蓄冷材５ｂに蓄えた冷熱を、放冷用熱交換部６への送風によって放冷
用熱交換部６を介して空気に放出して、車室内に冷風を供給することができる。
【００７７】
　前述の実施形態では、冷風供給装置は、車両の天井材の裏側、シートに設置されている
が、この設置場所に限定されない。冷風供給装置は、乗員の顔近くの上半身に対して直接
的に冷風を送風可能な場所であれば、その設置場所、設置方法は車両において広く選択す
ることができる。
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【００７８】
　前述の実施形態では、冷風供給装置に導入される空気として車室内Ｒの空気を採用した
例を説明したが、車室外の空気、例えば、外気を導入するようにしてもよい。
【００７９】
　第３実施形態の冷風供給装置において、第２送風機９と放冷用熱交換部６との間で通路
を開閉するドアを設けるようにしてもよい。また、第３実施形態の冷風供給装置において
、下流側ドア８を設けないように構成してもよい。
【００８０】
　前述のフローチャートにおける処理で用いる蓄冷材の温度は、放冷用熱交換部６の温度
、蓄冷部５の容器５ａの温度および吸熱部４ｂの温度のいずれかに置き換えることができ
る。これによれば、温度センサ５１を蓄冷部５の容器５ａ内に設置する必要がないため、
蓄冷材が容器５ａ内から漏れる懸念を払拭できる。
【００８１】
　前述の実施形態において、上流側ドア７、下流側ドア８は、例えばドア本体の一部を金
属で構成し、電磁力とスプリングの付勢力とのバランスによって駆動するように構成して
もよい。
【符号の説明】
【００８２】
　１…送風機、　３…放熱用熱交換部
　４…ペルチェモジュール（ペルチェ素子）、　４ａ…放熱部、　４ｂ…吸熱部
　５…蓄冷部、　５ａ…容器、　５ｂ…蓄冷材、　６，１０６…放冷用熱交換部
　７…上流側ドア（通風切換装置、ドア）、　８…下流側ドア（通風切換装置、ドア）
　９…第２送風機、　５０…冷風ＥＣＵ（制御装置）、　１０１…第１送風機

【図１】
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